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藤枝市教育委員会 令和７年７月定例会会議録 
 
 
１ 開 催 日  令和７年７月２２日 
 
 
２ 場      所  藤枝市役所西館５階 第２委員会室 
 
 
３ 会議に附した事項  （別紙のとおり） 
 
 
４ 出 席 委 員  教 育 長  中村 禎 
 

委      員  永田 恵実子 
 

 委      員  福與 繁太郎 
 
委      員  渡邊 博文 

 
 
５ 欠 席 委 員  教育長職務代理者  永田 奈央美 
 
  
６ 出席した事務局職員  教 育 部 長  増井 孝典 
 

教 育 政 策 課 長  金原 雅之 
 

学 校 教 育 監  三須 貞佳 
 
主 席 指 導 主 事  道越 洋美 

  
学 校 給 食 課 長  村松 雅弘 
 
生 涯 学 習 課 長  小西 ゆう子 
  
図 書 課 長  杉本 守 

 
        

 
総 務 係 長  目崎 真吾 
 
書      記  石川 聡美 

 

  



教育委員会 令和７年７月定例会 
 

 

日 時  令和７年７月２２日 午後２時 

場 所  藤枝市役所西館５階 第２委員会室 

 

 

１ 開       会  午後２時 

 

 

２ 会議録署名委員氏名  永田恵実子委員、渡邊博文委員 

 

 

３ 日程第１ 諸般の報告 

 

教育政策課長  学校体育館への空調整備の進捗状況について 

   教育用タブレット端末整備事業に係るプロポーザル方式審査結

果について 

    「静岡県立高等学校の在り方に係る地域協議会」について 

 

主席指導主事  令和７年度 学校経営研究委員会について 

 

学校給食課長  令和７年度「学校給食センター施設見学会」の開催について 

          令和７年度「給食を作ろう！親子料理教室」の開催について 

 

  生涯学習課長  令和８年１月『はたちの集い』の開催方法の変更について 

 

 

４ 閉       会  午後２時４０分 

 

  



開  会    午後２時 

 

 

日程第１ 諸般の報告 

学校体育館への空調整備の進捗状況について 

 

教育用タブレット端末整備事業に係るプロポーザル方式審査結果について 

 

  「静岡県立高等学校の在り方に係る地域協議会」について 

   

渡邊委員  空調設備を寄付された経緯を教えてほしい。 

 

教育政策課長  近年の夏場の猛烈な暑さにより、屋外の授業が体育館で行われ

るようになり、体育館の使用率が高くなることから、寄付の申

出があった。また、寄付者は匿名を希望している。 

 

渡邊委員  このような寄付は頻繁にあるのか。 

 

教育政策課長  とても珍しいケースと捉えている。 

 

   

  なし 

   

   

永田恵実子委員  不登校の子どもたちが増えてきた関係か、通信制の高校を選択

する子どもたちが増えてきている。また、通信制の高校が地元

にはなく、遠隔地であることが多いことが影響するのか、そう

いった子どもたちはキャリア教育が足りていなかったり、社会

性が欠けていたりという傾向がある。地元の通信制高校を作っ

て、地元で学び、地元の地域資源を知り、地元で就職する、地

元で生活するというのが定着するようにしてほしい。ぜひ循環

を考えた学校づくりをしていただきたい。 

 

教育政策課長  人口流出は大きな課題。その中で高校の在り方を検討していく

が、永田委員のご意見のとおり、キャリア教育や通信制教育が

重要になると考えている。好循環をつくるような形で委員のご

意見を協議会の中で提案していきたい。 

 

永田恵実子委員  【高校の魅力化と地域連携】の中で、公立高校における通級指

導が行える体制について触れられているが、必要性が高いと考

える。高校にも通級指導を行える場所を作ってもらえると誰一

人取りこぼさない教育ができるのではないか。また、地域で活

躍する人ができていくのではないか。 

 



 

     令和７年度 学校経営研究委員会について 

 

   令和７年度「学校給食センター施設見学会」の開催について 

教育政策課長  今までの協議会の中で、中学校までは市で特別支援教育を受け

ている子どもたちが多くいるので、高校にも通級指導などの特

別支援の受け皿を作っていくべきではないかという意見があっ

た。また、普通高校の中でも特別支援の受け皿を作ることで志

太榛原地域の特色になるとの意見もあった。永田委員のご意見

を次回以降の協議会で意見として取り入れていきたい。 

 

福與委員  以前、とある県立高校の校長が、高校卒業後大学に進学、そし

て進学した先で就職してしまい、戻って来ない若者が多く、人

口流出の後押しをしているような罪悪感があると話していた。

若者たちが地元に目を向けるような県立高校であってほしい。

私立高校の授業料免除もあり、公立高校を目指す子どもが減っ

てきているように感じるので、県立高校にはぜひ頑張っていた

だきたい。 

 

教育政策課長  人口流出の課題にはキャリア教育が重要。地元にもいい企業た

くさんあるので、地元の企業のバックアップを受けながら学

び、地元企業の良さを知ることで将来的に戻ってきてもらえる

ような仕組みを目指していきたい。 

私立高校についても生徒を取り合うのではなく、協力し合いな

がら魅力ある高校を作り上げていきたい。 

 

   

   

渡邊委員  各研究部では、学習指導方法や教育相談など、子どもに視点を

当てたものになっている。教育不足などもあるので、離職を防

ぐための、新任の教員を支えるための研究が必要になってくる

のではないか。 

 

主席指導主事  本年度は子どもの悩みや学習指導などをテーマとしているが、

近年では教員のメンタルヘルスや働き方改革に向けた研修など

をテーマにしている。すぐに実践できる実のある研究を多くさ

れている。来年度以降は渡邊委員のご意見のとおり、教員に視

点を向けた研究もテーマに研究を行っていく。 

 

   

福與委員  開催した内容を報告という形で広報などに掲載しないのか。 

 



 

令和７年度「給食を作ろう！親子料理教室」の開催について 

 

   令和８年１月『はたちの集い』の開催方法の変更について 

 

 

閉  会    午後２時４０分 

学校給食課長  報告は市のホームページに掲載し、閲覧できるようにする予

定。市広報誌は、開催のお知らせなど、事前告知が中心となる

ため、掲載する予定はない。 

 

福與委員  とてもいい事業なので、広報誌に掲載してもいいと思う。 

 

   

  なし 

   

   

福與委員  先ほど人口流出の話もあった。シティプロモーションを大いに

やっていただきたい。 

 

生涯学習課長  庁内関係各課と連携し合いながら行っていく。 

 


